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人大ボウル一体型でエプロン、高いバックガードの天板の手洗い製作について 

今回の依頼はボウルが ABC 商会 Round-M でエプロンとバックガードの高さを高めに製作し、すべて一

体型として持ち込み施工するものです。 

また、仕様、確定図は下記のようになりました。 
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１．RC 構造での壁固定準備。 

 

 

 

 

 

 

 

GL30 仕上げのため、家具の壁固定が出来なくなり

あらかじめ天袋部、カウンター部の位置に t24 合板

を壁固定し、その合板に家具を固定する。 
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２．家具組立。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  GL 施工前に取り付けとなり、カウンター部の人大天板受け箱を壁固定する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボウル、エプロン、バックガードの一体型人大を受け箱に被せる。 

そして、カウンター部、天袋部を組み上げて、GL 工事を行う。 
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３．調整。 

GL を終えて、塗り壁工事完了後、扉、引き出しの調整を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

扉はサペリの柾目無垢剥ぎ板横目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扉、引き出し開放状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反り防止材にてフラットに扉を調整。 
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４．仕上がり状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手洗い天板奥行 300 以下 250 までならば 

φ300ボウル部のみ迫り出した形状はどう

でしょうか。 

また、ボウル、天板の人大は色柄を変えら

れますので、カラフルな遊び心も楽しめま

す。 
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